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ているという。また、「植物は自分を調整する」における腐ったリンゴと熟したバナナの話、「寿
命、死、不死などをめぐる話題Jにおける不死のニンジンの話、などは読者の興味をひくであ
ろう。
著者ゴールストンの本領がもっともよく発揮されているのは最終章「植物と環境Jである。
この章の終りで、著者は植物学者としての彼の最近十数年の社会的行動について説明しており、
読者の共感を求めているようにも受けとれる。ここで著者は、植物がいかに環境要因に対応し
て生活しているかについて説明したあと、その機能を薬品を用いて増強したり、その遺伝能力
を遺伝子工学の手法によって開発する可能性について言及している。
増大する人口、減少する資源という状況の中でわれわれが生きてゆくためには、より新しい
科学的、技術的知識がどうしても必要で、このためには、植物の機能に関する基礎的な植物生
理学的研究とその開発は、重要、不可欠といえる。その反面、たとえば抗オーキシン剤 (TIBA)
はダイズの花芽形成を増加するが、高濃度のものが落葉促進剤としてヴェトナムで使用された
という著者自身の経験を紹介し、これによって自らの研究のもつ社会的意義について深刻に考
えさせられ、抗議行動に踏み切ったと述べている。
科学者のうちで、戦争などの反社会的、破壊的所業に対じ'無実を訴えることのできる最後
の一人と見られていた植物学者"さえもが、社会のあらゆる局面に浸透しつつある問題の渦中
に巻き込まれざるを得ない、という結びの言葉は、いかにも最近のゴールストンらしい。
ゴールストンはその明快な論理と文章によっても知られており、本書も例外ではない。読み
疲れを感じさせず、終りまで一気に読ませるのは、訳者の適切かっ巧みな和訳に負うところが
大きい。植物の基本的機能とその有用性を知るための啓蒙書として広い層に一読をすすめたい。
(1自然J1982年11月号、中央公論社)
ボイセン・イエンセン著、門司正三・野本宣夫訳「植物の物質生産J東海大学出版会、 19820
1880年にダーウインが行った光屈性の実験を、 1911年、世界で初めてオートムギ幼葉鞘を
用いてくり返し、“生長素"の存在を示唆したデンマークの植物学者 P.ボイセン・イエンセン
(以下B.J.と略記)の「植物の物質生産」を中心にまとめたのが本書である。
B.J. が1935年に、それまでの"生長素"に関する研究をまとめた『生長素説jは、かつて
植物学科学生の必読書であった。また、 1938年に出版された「植物生理学」もよくしられてい
る。本書は、世界で初めての画期的なこのB.J.の物質生産に関する研究と、その影響を受け、
これをさらに発展させ、完成した門司・佐伯の論文を併せて載せている。このほか、 1949年に
発表されたB.J.の論文2編、彼の門下で、後継者としてコペンハーゲン大学教授となった D.ミ
ュラーによる師の略伝、さらに訳者らによる「解説jが収録されている。このような構成の本
は他に類をみない独自のもので、 1932-53年にわたる、植物における物質生産の研究の本流が、
生き生きと描かれている。
「植物の物質生産J(1932)は第2章において訳出されており、本書の中心をなしている。B.J. 
はここで物質生産における (1)総生産、 (2)経営費、 (3)純生産、という概念規定をしており、
総生産の大きさは CO2同化作用の強さによって決まり、これはとくに光、温度および CO2濃度
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の3つの要因に影響されると指摘している。 B.J.は第一に取り組むべき問題として、これらの
条件によって、葉(用いられたのはトネリコ)の同化がどのように変わるかを確かめ、葉の単
位表面積当りの同化作用の強さを知ることである、と規定している。また、総生産と光などの
条件との関係を個体レベル、ついで群落レベルで実例を細かに示しながら解析している。個体
レベルにおける解析はまさに植物生理学的な研究で、そのモデル化と論理的アプローチは迫力
があるD 群落レベルの解析においても総生産に対する樹齢、間伐など、考えられるあらゆる要
因をB.J.は徹底的に研究している。
以上の内容を通読すると、 B.J.のこの研究が真に画期的なもので、"物質生産"という概念
をはじめて世に提出したものの、あまりにも独創的で当時はあまり注目されなかったことも想
像できる。しかし、この研究が後年の門司・佐伯の集大成、あるいは吉良らの生産力の研究に
つながったという、ある種の必然性のようなものが納得できるように思える。
第 3、4章は 1949年の論文で、 B.J.の確立した物質生産の概念に基づき、いわばその応用
として行った研究論文が収録しである。第5章は 1953年に発表された門司・佐伯の「植物群落
内における光要因とその物質生産に対する意義について」である。
B. J.自身、および第 1章に収められた略伝を書いた門下の D.ミュラーは、ともにライプチ
ヒのペファーのもとに学んでおり、わが国の三好学、柴田桂太らにはじまる植物生理学の流れ
とも接点をもつことになる。このような観点から本書を読むと、 B.J. が生長素の研究の傍ら、
植物の物質生産の研究を行ったことはむしろ当然で、異質に感じることがなし'0
訳者による解説にもあるように， B.J.が多岐にわたる植物生理学および植物生態学における
先駆的、解析的な研究を行いながら、なお一種の 2元論を信じていたということは、はなはだ
興味ぶかい。多数の個々の過程の聞の調和のとれた合奏によって成立し、維持されているのが
“全体性"で、この特性を備えたのが生物である、というB.J.の議論は、現在でも生物学者の
もつ根本的な問題点とかかわっている。
B. J.の「植物の物質生産」が刊行されて以来半世紀、本書がこのように物質生産研究の歴史
としてまとめて世に出たのは誠に意義がある。門司・野本両氏による本書の邦訳はわかりやす
く、植物学に関心のある広い層に一読をすすめたい。 (1自然J1983年1月号、 106頁)
く記事>
「植物ホルモン・オーキシンの作用機作に関する研究J(朝日学術奨励金の人びと)
植物の成長を制御するホルモンは幾種類もあるが、その中で最も重要な働きを受け持つのが
オーキシンだ。研究の歴史も植物ホルモンの仲間では、いちばん古い。このオーキシンという
物質、化学構造が簡単なわりに、作用は複雑をきわめる。細胞を伸長、分裂させるかと思えば、
発根作用を行い、落葉部の新しい組織づくりまでするのだ。そのため研究者の中には「オーキ
シンの作用は果たして一つの理論でまとめられるだろうか」と疑いを抱く人や「オーキシンの
研究はまさに泥沼だJと嘆く人も少なくなかった。
増田さんの研究は、このオーキシンが、いかにして植物細胞の成長を誘導するのか、そのメ
カニズムのナゾにいどむ理論的な基礎研究だ。現象面を追ったこれまでの多くの研究と違って
